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屋島山上拠点施設整備等検討懇談会 



１ 屋島山上拠点施設整備の背景 

屋島活性化基本構想 （平成２５年１月策定） 

屋島活性化に向けて実行
すべき具体的施策・事業 

【４４施策・事業】 

 【重要な視点】 
  山上を訪れる人々に屋島を知ってもらうため、  
 人が集まり、学び、楽しみ、交流できる拠点づく 
 りを行います。 
 
 【重点取組施策・事業】 
 ビジターセンター〔ガイダンス施設〕の整備 

【屋島活性化の重要なキーワード】 
 ・屋島の優れた特性・価値 
 ・拠点施設 
 ・歩いて楽しむ 
 ・継承 

重点を置いて取り
組む施策・事業 

 屋島の魅力や源平合戦、屋嶋城等のガイダンス設備を備えるとともに、自然とのふれあい活動の場
としても活用することにより、屋島を学び、魅力の再発見に資するため、観光的な側面と文化的な側面
を合わせ持つ屋島の情報発信拠点としてビジターセンター（ガイダンス施設）を整備するもの。 

施策・事業№32  

屋島を訪れた人々に、その多面的な特性・価値を深く知ることのできる機会
を提供し、より多くの人に愛着を持ってもらうため、誰もが気軽に立ち寄り、
屋島の歴史、文化、自然環境について、学び、交流することができる拠点施
設を整備 

屋島活性化
推進計画 
（H25.3策定） 

廃屋撤去後の更地の利活用 
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２ 屋島山上拠点施設整備等検討懇談会設置の目的 

屋島を訪れる人に屋島の多面的な特性・価値を
深く知ることのできる機会を提供 

屋島山上に、 
  誰もが気軽に立ち寄り、 

  屋島の歴史、文化、自然環境等について 
  学び、交流することができる 

拠点施設を整備 

より多くの人に屋島に対する愛着を醸成 

行政の視点だけでな
く、幅広い分野、住民
からの視点が必要 

 
・ 【資料１】高松市屋島山上拠点施設整備等検討懇談会設置要綱   
・ 【資料２】委員構成 
・ 【資料３】屋島山上拠点施設整備に関する検討の流れ 
  

広く市民等の意見を聴くため、高松市屋島山上拠点施設整備等懇談会を設置 
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３ 拠点施設整備に必要な検討項目（１／２） 

（１）施設コンセプト 
 
    コンセプトに込めるべき要素 
 
     整備趣旨、屋島の魅力、有する機能など   
 
 
（２）候補地（【資料４・５】「屋島山上廃屋跡地の状況」参照） 
 
  ① 旧ホテル源平跡地 1,656㎡     
 
  ② 旧屋島レストセンターＹＣ（うどんの館を含む。）跡地 2,525㎡ 
 
  ③ 旧屋島館跡地 2,713㎡ 
 
  ④ 旧松観荘跡地  676㎡ 
 
  ⑧ 旧檀ノ浦旅館跡地 801㎡ 
 
 
（３）規模等 
 
    類似施設を参考に、機能、整備環境（法規制等）等を踏まえ検討 
 
    ・【資料６】類似施設の状況 
      
    ・【資料７】整備環境の状況    

景観・敷地面積・動線から適地 
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３ 拠点施設整備に必要な検討項目（２／２） 

（４）求められる機能    

くつろぎ 
 

学び 
 

体験 
 

発見 
 

集い 
 

交流 

・歴史・文化財学習コーナー 
・屋島周辺地域を中心とした観光イン 
 フォメーションコーナー 
・ジオラマ立体模型 
・まなびコーナー（多目的ミニホール） 
・特産品展示コーナー 
・展望・休憩コーナー 
・自然体験コーナー 
・星空観望スペース 
・ボランティアガイド案内コーナー 
・屋外休憩スペース 

視点 施設機能の事例 
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４ 事業・運営主体 

 
 
  ・市が主体となって整備 
 
     ⇒国（環境省、文化庁）、県との連携 
 
     ⇒他の屋島活性化施策・事業等との整合 
 

 
 
  ・民間のノウハウを活用した管理運営 
 
      

施設整備 

施設管理運営 
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５ 整備スケジュール（想定） 

施設の完成・供用開始は、次回瀬戸内国際芸術祭会期中を目指す 

 
   
  Ｈ２５年度 ： 拠点施設整備等検討懇談会開催（３回） 
           基本構想策定 
 
  Ｈ２６年度 ： 基本設計 
           実施設計 
 
  Ｈ２７年度 ： 実施設計 
           工事着手 
 
  Ｈ２８年度 ： 工事継続 
           竣工 
           供用開始 【瀬戸内国際芸術祭会期中】 

スケジュール 
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